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日本近海におけるフェオダリア類 Aulographis japonica (Aulacanthida; Aulacanthidae) の分布と生態 
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フェオダリア類は、海洋の深海に広く分布している従属栄養性の単細胞動物プランクトンである。局所的

に高いバイオマスを示す事が知られているため、物質循環の観点からも近年注目を集めている。著者らのグ

ループは、フェオダリア類の多様性・分布様式を明らかにするために 2011年から調査を行い、フェオダリア

類の Aulographis japonicaを新種として記載し（Nakamura et al., 2013），この１種のみが日本海の深海において

優占している事を明らかにした。本発表では、本種の分布範囲、深海におけるバイオマスの季節変動および

生活環について報告する。 

日本近海における調査の結果、A. japonica の分布は日本海に限定されている事が示唆された。また、A. 

japonica の生活環の一部が解明され、本種が日本海の深海で一年を通じて再生産を行い、季節に関わらず一

定のバイオマスを維持している事が明らかとなった。 

 


